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中国貿易統計：12月の輸出、輸入ともに市場

予想を上回る

2014年中国の貿易の通年の伸びは政府目標を下回りましたが、2014年12月のデータを見ると米国への輸出の拡大、
原油輸入の回復などで底打ちの兆しも見られ、2015年中国景気の下支え要因となる可能性もあると見ています。

2015年1月14日

どこに注目すべきか

中国貿易統計、米国経済見通し、石油備蓄

中国、原油価格下落は悪い話ではない可能性も

2014年の中国の貿易の伸び3.4%は政府の通年目標を下回っ
ていますが、2014年12月のデータを見ると米国への輸出の拡
大、原油輸入の回復など一部に底打ちの兆しも見られ、2015
年中国景気の下支え要因となる可能性もあると見ています。
まず、輸出額は景気回復が期待されている国、地域を中心に
堅調な伸びを維持しています（図表1参照）。中国の輸出相手
国別貿易額を前年同月比で見ると、アジアへの輸出（ASEAN、
台湾など）が加速しています。また単一国としては最大の貿易
相手国である米国との輸出も伸びが加速しています。特に、
米国は世界銀行が公表した最新の経済見通しでも2015年の
成長率は3.2%と前回の見通しから上方修正されるなど、景気
回復のモメンタムを維持しています。
次に、12月の中国の輸入の減少が小幅だった背景は、商品
相場で原油などの購入を活発化させたため輸入が下支えされ
たことが主な要因と見られます。中国の12月の原油輸入量は
3,037万トン、日量715万バレルとなり、日量700万バレルの大
台を初めて突破しました（図表2参照）。鉄鉱石輸入も過去最

中国税関当局が2015年1月13日に発表した2014年12月の
中国貿易統計は、輸出、輸入共に市場予想を上回る伸びと
なりました。輸出はドル建てで前年同月比9.7%増と市場予想
の同6.0%を上回りました。また、輸入は同2.4%の減少と2ヵ月
連続のマイナスとなりましたが、市場予想（同6.2%の減少）を
上回りました。地域別では、欧州や日本向け輸出は軟調で
したが、景気が改善する米国からの需要が輸出を押し上げ
た格好です。
輸出と輸入を合わせた2014年の貿易の伸びは3.4%と政府の
通年目標である7.5%を下回りました。中国の商務省は下期
が予想外に軟調だったことから、輸出が目標に届かないと
の見通しをすでに示していました。

図表2：中国の原油輸入数量の推移
（月次、期間：2014年1月～2014年12月）

※日本、ロシ
ア向け輸出は
12月減少

高に達するなどコモディティ価格の下落に伴い取引量を増や
している格好です。報道等によると最大の原油輸入国である
中国は、価格下落を捉えて戦略的に原油の備蓄を増加させ
ている模様です。
2015年中国の経済成長率について市場では7%程度への減
速が見込まれていますが、米国など先進国の回復による貿
易拡大を過小評価している可能性もあると見ています。

図表1：中国貿易相手国別輸出（前年同月比）の推移
（前年同月比、期間：2013年11月、12月～2014年11月、12月）

出所：ブルームバーグのデータを使用しピクテ投信投資顧問作成
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※ASEAN（東南アジア諸国連合）
への輸出は伸びが加速。欧州向け
もプラスの伸びを確保


